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第１章 総則 

 

１－１ 概要 

     本件は特別養護老人ホームむさし苑電話交換機システムの老朽化に伴う電話交換機設備を新

規更新するものであり、本仕様書は当該設備の仕様を定めるものである。 

 

１－２ 適用 

     本仕様書に示す機能、性能は主要事項のみを示したものであり、本仕様書に明示していない

事項についても、電話交換機設備として備えるべき事項については、仕様に含まれるものとす

る。 

 

１－３ 対象拠点 

社会福祉法人
恩賜

財団済生会支部福岡県済生会特別養護老人ホームむさし苑 

    福岡県筑紫野市湯町二丁目 9 番 2 号 

 

１－４ 基本的要件 

( 1 )  電話設備の形式について 

電話設備は最新機種に準ずるものであること。 

      ( 2 )  電話設備の動作について 

       電話設備は確実に動作すること。 

      ( 3 )  取扱説明書類の表記について 

       電話設備の取扱説明書、設置図面は日本語により表記されていること。 

      ( 4 )  機器の接続に必要なケーブル類について 

       電話設備の動作に必要な接続ケーブル類を含む。 

 

１－５ 契約期間 

     契約締結日の翌日から令和 ９年 ３月 ３１日までとする。 

 

１－６ 機器仕様 

電話交換機等は本仕様書に準ずる条件を満たし、既存運用法を継続して移行できること。 

 

１－７ 契約不適合責任 

     本工事完了後１年以内に機器の欠陥に起因する納入機器の故障等が発生した場合は、速やか

に受託者の負担において修理及び機器の取替を行うものとする。 

 

１－８ 入札条件 

     本仕様書にかかる一切の料金を入札金額に含むこと。 
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１－９ 保守条件 

     保守についての条件は次のとおりとする。 

     ( 1 ) 受付対応 

     平日日中帯で電話受付による障害の切り分けを行うこと。 

     受付時間については委託者と調整すること。 

   ( 2 ) 定期点検 

          年１回の定期点検を行うこと。 

   ( 3 ) その他 

     現地対応を含む上記以外についてはスポットでの対応とする。 

     また、機器故障については有償対応とする。 

 

１－10 特記事項 

     入札の前に現地調査を行い、現状の具体的使用方法等を把握し、工事・納入の時期・運用に

支障を来たすことがないようにすること。なお、現地調査の日程については、委託者と調整す

ること。 

 

１－11  納入に際しての条件等 

       納入に際しての条件等は次のとおりとする。 

 ( 1 )  機器の設置 

       受託者は、指定された納期、場所に納入し、付属品を含めて組立、接続試験を行ったうえ

で旧設備を撤去するものとする。 

     ( 2 )  納入場所 

 社会福祉法人
恩賜

財団済生会支部福岡県済生会特別養護老人ホームむさし苑 

     福岡県筑紫野市湯町二丁目 9 番 2 号 

    ( 3 )  データ設定及び動作確認 

      交換機の必要なデータ設定及び各機器の試験を行い確実な動作を確認後、切替日以降引渡

を行うこと。なお、旧設備は切替日まで通常運用するものとする。 

     ( 4 )  機器等の設置 

      交換機およびその他の機器は、本仕様書、配置図等により設置すること。なお、各電話機

については、各ボタン操作名称をシール等で明記すること。 

     ( 5 )  撤去品の処理 

      既存機器の撤去及び処分費用については受託者の負担とする。 

     ( 6 )  その他 

      本仕様書に明記のない事項及び疑義の生じた事項については、委託者と協議の上処理する

こと。 
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第２章 電話交換機仕様 

 

２－１ 概要 

    本電話交換機は、電話機、電源装置一式により構成し下記の通話を行うことを主な目的とする。 

    ① 内線相互通話 

    ② 内線と外線間通話 

    ③ 内線とナースコールシステムとの通話 

 

２－２ 交換機 

    ・容量       総ポート数 192以上 

    ・通話路方式    時分割ＰＣＭ方式 

    ・制御方式     蓄積プログラム制御方式 

    ・制御ＣＰＵ    64ｂｉｔ以上 

 

２－３ 環境条件 

    ・周囲温度     ０℃～40℃ 

    ・相対湿度     10％～90％以下（結露なきこと） 

 

２－４ 使用電源 

     ＡＣ100Ｖ±10Ｖ  50／60Ｈｚ 

 

２－５ 停電対策 

     停電対策として交換機本体及び電話回線を２時間以上バックアップが可能であること。 

 

２－６ 局線応答方式 

     下記応答方式が可能となること。 

   ( 1 )  ダイヤルイン方式 

   ( 2 )  ダイレクトインライン方式 

   ( 3 )  分散応答方式 

 

２－７ 発信者番号表示・通知 

     内線毎に相手に通知する発信者番号を設定・変更できること。 

 

２－８  サービス機能 

   ( 1 )  基本機能 

    ・コールピックアップ    ・内線代表      ・サービスクラス変更 

    ・運用モード切替      ・保留転送 
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   ( 2 )  具体的機能 

    ・外線発着信については多機能電話機及び PHSで行えること。 

・外線着信において運用モードを切替えて着信先を変更できること。 

 

２－９  ナースコール連動 

      ケアコム社製ナースコールボードとデジタル配線で接続できること。 

     ナースコール機種名：Riefia 

 

２－10  現用機器との整合性 

      現用の PBXとのデータ整合が高く、スムーズな移行が可能であること。 

 

第３章 工事仕様 

 

３－１ 一般事項 

   ( 1 )  工事の施工は、本仕様書に示されている機器及び装置等が、すべてその機能を発揮するよう

誠実に行うものとする。 

   ( 2 )  受託者は、現状の機能を十分調査した上で、その機能を満たすこととする。 

   ( 3 )  回線の停止は、短時間となるよう考慮し、事前に委託者の承諾を得るものとする。 

   ( 4 )  塵埃等を発生させる作業は、既設機器に対して十分な養生を行い、機能等に悪影響を及ぼさ

ないよう施工するものとする。その他詳細については、委託者の承諾を得るものとする。 

 

３－２ 装置詳細（収容回線・内線） 

 

 回線種別 適   応 実装数 回路数      備  考 

外線 
ひかり電話オフィスタイプ（直収） 8 12  

    

内線 

多機能電話機（液晶ディスプレイ付） 34 48 ラインキー数 24以上 

一般電話機 34 48 FAX機含む 

PHS接続アンテナ 21 24  

PHS 57  ナースコール連動 PHS含む 

    

その他 ナースコール 3 4  
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３－３ 電話機等 

     価格低減のため現状利用可能な機器を流用とする。 

 

３－４ 据付工事 

      自立型の機器については、地震時の水平・垂直移動、転倒又は落下等の事故を防止するよう

耐震処置を行うものとする。なお、電話交換機については、現状の設置状況を現地調査時に確

認し、原則として現状の設置場所に設置、収納できるように機種選定すること。現状の設置場

所と異なる場所に設置する場合又は設置場所の追加工事が必要な場合は、事前に発注者の承諾

を得ること。追加工事に係る費用については受託者の負担とする。 

 

３－５ 配線工事 

   ( 1 )  既設配線は利用してよいが、モールやモジュラージャック（ローゼット）が変色・劣化して

いるものは整理及び取り替えること。また、必要に応じてマグネットも取り付けること。 

 

３－６ 安全管理 

     工事期間中は工事現場における安全に関する巡視・点検連絡等、工事現場全般の監視あるい

は連絡を行わせ安全確保に努めること。また、既存の建物その他付属物の棄損破損、汚損等が

生じた場合は委託者に報告のうえ、受託者の責任で速やかに現状復旧または補修等行うこと。 

 

３－７ 総合試験・調整 

   ( 1 )  設備等の単体調整完了後、総合動作試験を行い、現地試験成績書を委託者に提出するものと

する。 

   ( 2 )  機器設置・調整・切替にあたっては、業務に支障を与えないこと。切替作業に伴う電話設備 

    の機能停止については、最小限度に留めること。 

 

３－８ 検査・検収 

委託者は、契約の適正な履行を確認するため、次の検査を行う。 

 ( 1 )  受託者は、業務が完了したときは委託者に報告し、委託者が実施する検査を受けなければな 

らない。 

   ( 2 )  検査方法は、機器の員数確認、設置状況の確認及び電話機能の正常動作確認を行うもの 

とする。 

    ( 3 )  検査の結果、修正の必要があると認めた場合は、委託者は受託者に対して修正を指示する。 

受託者は指示事項について速やかに修正を行い、その結果を委託者へ報告しなければならな 

い。 

    ( 4 )  検査及び修正が終了した後に、委託者が行う検査合格をもって検収とする。 
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第４章 業務実施の留意事項 

 

４－１ 委託業務の実施 

     業務の実施にあたっては、関係諸法令及び官公署許可条件等を遵守し実施すること。 

 

    ＜主な関係諸法令＞ 

     ・電気通信事業法 ・労働安全衛生法 ・電気事業法 

・消防法 ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ・その他関係諸法令、条例、規則等 

 

４－２ 技術者所属の明確化 

     現地調査、作業を行う技術者については、腕章等の着用を励行し、明確にすること。 

 

４－３ 作業予定 

     作業の実施にあたっては、予定表を提出し委託者の承諾のもとに実施すること。 

 

４－４ 体制連絡 

     委託業務実施にあたっては、体制連絡票を作成し、委託者に提出すること。 

 

４－５ 既存システムへの影響防止 

     既存システムへの影響が予想される作業は、事前打ち合わせを十分に行い実施すること。 

 

４－６ 立会の遵守 

     事前打ち合わせにより定めた立会作業は、必要に応じて連絡表等を使用し確実な立会を実施

すること。 

 

 

４－７ 守秘義務 

     受託者は本工事にあたって発注者固有のデータを扱うときは、そのデータの秘密の保護に留

意すること。 

 

４－８ 回線使用形態変更に伴う手続等 

     受託者は回線変更に伴う変更手続きが発生する場合はその一切の手続を行うこと。 

 

４－９ 機器の取扱い説明 

   ( 1 )  工事完了後電話機の操作説明を行うこと。 

   ( 2 )  電話機マニュアルを作成すること。 

 


